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第３	 大分市の特性
１　自然特性
○ 位置
　本市は、アジア太平洋諸国に近接し、九州の東端、東九州軸の北部、瀬戸内海の西端に位置し、県の扇状
県域の要に当たり、南は臼杵市及び豊後大野市、西は別府市、由布市及び竹田市に接し、九州でも有数の広
い市域を有しています。

○ 地勢
　本市の地勢は、高崎山をはじめ鎧ヶ岳、樅木山などの山々が連なり、市域の約半分を森林が占めるなど、
豊かな緑に恵まれています。また、これらの山々を縫うように一級河川である大野川、大分川が南北に貫流
しながら別府湾に注いでいます。
　海岸部においては、北部沿岸海域は水深が深く、東部沿岸は豊予海峡に面したリアス式海岸で天然の良港
となっています。
　このように、海、山、川のすべてがそろい、自然と都市が共存する優れた都市環境を有しています。

○ 野生生物
　本市の植生は、佐賀関半島から大野川以東にかけてシイ群落が、大野川以西ではアラカシ群落が優勢と
なっており、東西で異なる分布を示しています。また、天然記念物は、高崎山のサル生息地、柞原八幡宮の
クス、高島のウミネコ営巣地とビロウ自生地、オオイタサンショウウオなどが指定されており、野生生物の
生息環境に恵まれています。

資料２－３（議事２）
（大分市総合計画基本構想より抜粋）
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基本構想

２　歴史特性

○ 歴史的特徴
　縄文時代から現代まで、瀬戸内ルートを主幹にした ｢海の道｣ を媒介に歴史を刻んだ東九州の要地です。
　また、古代・豊後国府以来、現代まで1300年にわたり県都としての役割を担っています。

● 先史～古墳時代
　西日本屈指の縄文遺跡である横尾貝塚では、海を介
した黒曜石の交易の跡が見つかっています。また、古
墳時代の大分は、県下最大級の前方後円墳・亀塚古墳
や築山古墳などに代表される古墳が別府湾南岸沿いに
数多く遺されていることから分かるように、豊後にお
ける古代勢力形成の中核となっていたことがうかがえ
ます。
　加えて、｢壬申の乱｣ での勲功者・大

おおいたのきみえさか

分君恵尺のも

のと推定される九州唯一の畿内型終末期古墳・古宮古
墳に象徴されるように、東九州地域において畿内（中
央）文化の影響が最も濃厚に及びました。

● 古代・奈良時代
　古代大分は ｢豊後国風土記｣ に広々とした美田・碩

おお

田
きだ

の美称で記されているように、豊かな米の生産の地
であるとともに、全国に建立された64か国の国分寺
のなかでも３指に入る壮大な七重塔を持った豊後国分
寺が造営されました。

● 古代・平安時代
　大分元町石仏、高瀬石仏、曲石仏などに代表される
磨崖仏文化が大分川流域を中心に広く展開され、ま
た、豊後一の宮が置かれ、神仏混

こん
淆
こう

の精神文化が展開
されました。
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● 中世・戦国時代
　九州北部に大きな勢力を築いた戦国大名大友宗麟
は、聖フランシスコ・ザビエルを豊後府内に招き、
海外との貿易を積極的に進めました。府内のまちは海
外の品々があふれ、異国の人々が行き交い、西洋の医
学、天文学、音楽、演劇をはじめとする南蛮文化がい
ち早く花開き、日本を代表する国際色豊かな貿易都市
として繁栄しました。

● 近世・江戸時代
　府内藩の城下町のほか、熊本藩の港町鶴崎・佐賀関
や宿場町野津原、岡藩の港町三佐や宿場町今市、臼杵
藩の在町戸次、延岡藩の代官所があった千歳、幕府領
の高松など小藩分立のなか、独特の地域が形成されま
した。

● 近現代
　明治以降、幾度かの市町村合併により現在の本市が
形成されてきました。その経緯から、旧市町村の拠点
であった地区は現在も地区拠点としての機能を持ち、
その地区拠点を中心に地域が形成されています。
　市全体としては、新産業都市※１として、鉄鋼、石
油化学、銅の精錬など重化学工業を中心に発展し、近
年では、IT 関連の企業が進出するなど、さまざまな
産業が集積しています。
　鉄道３線に加えて高速道路の整備が進み、県内外か
らの主要幹線道が合流しており、豊後水道を経由して
内外に通じる海上交通の発達と相まって、東九州にお
ける拠点都市として発展を続けています。

用語解説
※１　新産業都市
1962（昭和37）年に制定された新産業都市建設促進法により、工業開発拠点に指定された地域。地方での工業開発を図り、大都市圏
への人口・産業の集中の防止と地域格差の是正を目的に指定。


